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特 集
南アルプスユネスコエコパーク
登録10周年

豊かな自然を未来へ

５月２３日（木）　南アルプスユネスコエコパーク登録１０周年記念事業
韮崎高校書道部によるパフォーマンスと韮崎工業高校太鼓部の迫力のある演奏（関連記事P２）
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５
月
23
日
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ

ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
で
、
市
内
外

か
ら
約
２
３
０
名
の
ご
来
場
の
も

と
開
催
さ
れ
た
10
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
一
般
財
団
法
人
自
然

環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
上
級
研
究
員

の
渡
辺
綱
男
さ
ん
（
左
写
真
）
に

よ
る
「
生
物
多
様
性
を
め
ぐ
る
国

内
外
の
動
き
と
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
へ
の
期
待
」
と
題
し
た
講
演

の
ほ
か
、
地
元
高
校
生
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

飾
っ
た
韮
崎
工
業
高
校
太
鼓
部
の

皆
さ
ん
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏
で

は
、
南
ア
ル
プ
ス
の
雄
大
な
景
色

を
思
わ
せ
る
壮
大
で
迫
力
の
あ
る

太
鼓
の
音
が
場
内
に
響
き
渡
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
韮
崎
高
校
書
道
部
の
皆

さ
ん
の
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
披
露
さ
れ
た
作
品
に
は
、
韮

崎
の
自
然
や
風
景
を
表
現
し
た

「
風ふ

う
こ
う
め
い
び

光
明
媚
」
の
文
字
と
、
中
央

に
大
き
く
書
か
れ
た
「
煌

き
ら
め
き」
の
文

字
が
背
景
に
描
か
れ
た
太
陽
の
絵

と
融
合
し
「
人
々
を
照
ら
し
、
人

生
を
豊
か
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
な

ど
、
両
校
の
皆
さ
ん
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
会
場
も
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
い
ず
れ
も
大
き
な
拍
手
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
高
校
生
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
関
連
写
真
・
表
紙
）

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録      

周
年

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
甘

利
山
に
携
わ
り
、
韮
崎
は
「
素
晴

ら
し
い
山
の
ま
ち
」
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
て
い
ま
す
ね
。
だ
か
ら

こ
そ
、
甘
利
山
は
本
市
に
と
っ
て

唯
一
無
二
の
観
光
資
源
で
あ
り
、

市
民
の
方
々
に
、
こ
ん
な
間
近
に

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
環
境

が
あ
る
こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
幸
せ

か
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
想
い
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
甘
利
山
グ
リ
ー
ン
ロ
ッ

ジ
で
は
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
宿
泊

者
へ
甘
利
山
の
案
内
と
と
も
に
、

エ
コ
パ
ー
ク
の
緩
衝
地
域
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
説
明
し

て
い
ま
す
ね
。

　
市
街
か
ら
40
分
ほ
ど
で
登
っ
て

く
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
普
段

と
変
わ
ら
な
い
感
覚
で
過
ご
さ
れ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で

す
。
甘
利
山
は
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
な

ど
魅
力
に
あ
ふ
れ
登
山
に
も
手
頃

な
山
で
す
が
、
そ
れ
な
り
に
危
険

も
伴
う
山
岳
地
域
だ
と
い
う
こ
と

も
併
せ
て
実
感
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
韮
崎
の
山
々
の
環

境
整
備
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
お
力
添
え
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
エ
コ
パ
ー
ク
の
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◦合同会社ＮＩＲＡＰＳ 代表
◦元地域おこし協力隊
◦甘利山倶楽部副理事
◦東京都港区出身
令和３年度より甘利山グ
リーンロッジの管理を行う
とともに、甘利山及び南ア
ルプス周辺の環境整備に取
り組む。

10

市
民
の
皆
さ
ん
に
こ

そ
甘
利
山
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
！！

歳森 宗一郎 さん

　
エ
コ
パ
ー
ク
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
？
も
し
か
し
た
ら
龍
岡
町
に
あ
る
ご
み
処
理
場
を
思
い
浮

か
べ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね（
笑
）。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
エ
コ
パ
ー
ク
は
、
世
界
遺
産
で
知
ら
れ
る
ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機

関
）
の
認
定
制
度
の
ひ
と
つ
で
正
式
名
称
は
「
生
物
圏
保
存
地
域
」
と
言
い
ま
す
。
豊
か
な
生
態
系
や
生

物
多
様
性
を
保
全
し
、
自
然
と
人
間
社
会
の
共
生
が
で
き
て
い
る
モ
デ
ル
的
な
地
域
で
、
国
内
で
は
10
の

地
域
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
山
梨
、
長
野
、
静
岡
に
ま
た
が
る
南
ア
ル
プ
ス
は
平
成
26
年
６
月
に
登
録
さ

れ
て
か
ら
10
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

南
ア
ル
プ
ス
の
雄
大
な
自
然

高
校
生
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
表
現

特集
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■
自
然
に
ふ
れ
あ
う
機
会
を 

　
子
ど
も
た
ち
に

　
Ｎ
Ｐ
О
法
人
甘
利
山
倶
楽
部
が

主
体
と
な
っ
て
、
市
内
の
小
中
学

生
が
ふ
る
さ
と
の
自
然
に
触
れ
る

機
会
の
サ
ポ
ー
ト
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
初
夏
に
は
甘
利

小
３
年
生
・
韮
崎
東
中
１
年
生
が

校
外
学
習
と
し
て
登
山
に
訪
れ
る

ほ
か
、
市
内
の
高
校
生
も
甘
利
山

の
環
境
保
全
活
動
に
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
例
年
10
月
に
は
「
甘
利

山
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
を
開
催

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
に
よ

る
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
保
護
の
た
め
の

笹
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
実
践
―
環
境
保
全
へ
の
取
組
み
―

■
守
ろ
う
！
高
山
植
物

　
地
元
山
岳
会
白
鳳
会
や
山
小
屋

事
業
者
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、
鳳

凰
三
山
の
高
山
帯
に
複
数
箇
所
の

防
鹿
柵
設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
生
物
多
様
性
の
観
点
か

ら
、
鹿
の
食
害
か
ら
南
ア
ル
プ
ス

の
希
少
な
高
山
植
物
を
守
り
次
世

代
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

　
大
正
13
年
の
創
立
以
来
、
観
光

振
興
や
山
岳
資
源
の
保
全
活
動
な

ど
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

日
本
有
数
の
山
岳
会
「
白
鳳
会
」

が
本
年
百
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
特
に
、
貴
重
な
高
山
植
物
の
保

護
活
動
や
遭
難
事
故
の
救
助
の
ほ

か
、
登
山
道
整
備
、
観
光
案
内
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
活
動
は
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
百
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
記

念
事
業
と
し
て
、
昨
年
、
鳳
凰
三

山
の
地
蔵
ヶ
岳
へ
お
地
蔵
様
の
奉

納
山
行
を
行
っ
た
ほ
か
、
本
年
５

月
に
は
甘
利
山
さ
わ
ら
池
で
記
念

植
樹
も
し
ま
し
た
。

■
み
ん
な
で
修
復 

　
苗な

え
し
き
さ
ん

敷
山
石
鳥
居
の
土
台

　
旭
町
上
條
南
割
に
あ
る
苗
敷
山

は
山
岳
信
仰
の
地
、
ま
た
稲
作
の

神
と
し
て
信
仰
を
あ
つ
め
て
い
た

と
も
伝
え
ら
れ
る
歴
史
文
化
の
山

で
す
。
山
麓
四
地
区
の
氏
子
総
代

会
を
中
心
に
守
ら
れ
て
い
る
穂
見

神
社
前
宮
か
ら
山
頂
付
近
の
奥
宮

本
殿
（
市
指
定
文
化
財
）
ま
で
登

山
道
で
た
ど
る
こ
と
が
で
き
、
そ

の
中
腹
に
は
江
戸
時
代
に
建
立
さ

れ
た
石
鳥
居
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
こ
の
鳥
居
周
辺
の
浸
食
が

進
ん
で
い
た
た
め
、
昨
年
11
月
、

地
域
の
方
々
と
の
協
働
に
よ
る
修

復
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
専
門
家

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
周
囲
の

伐
採
木
や
石
を
利
用
し
た
自
然
工

法
を
用
い
、
文
化
財
保
護
と
植
生

回
復
の
両
面
の
目
的
を
も
っ
て
実

施
し
ま
し
た
。

　
本
市
に
は
山
岳
資
源
だ
け
で
な

く
様
々
な
資
産
が
あ
り
ま
す
。
わ

に
塚
の
サ
ク
ラ
、
武
田
家
ゆ
か
り

の
史
跡
、
綾
棒
踊
り
の
伝
統
芸
能

な
ど
も
、
貴
重
で
大
切
な
資
産
で

す
。
こ
れ
ら
の
資
産
を
次
世
代
へ

受
け
継
ぎ
、
自
然
の
恩
恵
を
活
か

し
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に

向
け
、
引
き
続
き
、「
チ
ー
ム
韮

崎
」
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。

■場　所　ニコリ１階　ふるさと偉人資料館
■休館日　月曜日（祝日は開館）

　自然と人間社会の共生というユネスコエコパークの
視点をとおして、穂坂町出身の登山家平賀文男など南
アルプスゆかりの方々を紹介しています。（入館無料）

大
切
な
資
源
や
資
産

を
未
来
に
受
け
継
ぐ

た
め
に
…

南
ア
ル
プ
ス
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト

白
鳳
会
創
立
百
周
年

南アルプスの山々とともに
～韮崎市ゆかりの人物たち～

ユネスコエコパーク登録10周年記念
ふるさと偉人資料館企画展

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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にらさきで子育て

特集

　
県
で
は
、
母
子
・
父
子
・

寡
婦
家
庭
の
お
子
さ
ん
の
入

進
学
に
必
要
な
資
金
計
画
に

つ
い
て
貸
付
を
し
て
い
ま

す
。

【
母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉

資
金
貸
付
限
度
額
の
例
】

（
公
立
高
校
・
自
宅
通
学
の
場
合
）

○
修  

学  

資  

金

　
　
　
　
月
額
二
万
七
千
円

○
就
学
支
度
資
金
十
五
万
円

■
問
い
合
わ
せ

　
中
北
保
健
福
祉
事
務
所

福
祉
課

☎
２
３

－

３
４
４
３

お
子
さ
ん
の
入
進
学
に

必
要
な
資
金
計
画
は

お
済
み
で
す
か
？

母
子
・
父
子
・
寡
婦

家
庭
の
皆
さ
ん
へ

全部支給
（月額）

一部支給
（月額）

第1子 45,500円 45,490円～10,740円

第2子 10,750円 10,740円～  5,380円

第3子
以降 6,450円 6,440円～  3,230円

　
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎

年
市
か
ら
郵
送
さ
れ
る
書
類
で

更
新
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
手
続
き
の
期
限
は
、

８
月
19
日（
月
）で
す
。
手
続
き

さ
れ
な
い
場
合
、
９
月
１
日
以

降
の
受
給
者
証
を
発
行
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
い
ず
れ
も
支
給
要
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
同
封
の
書
類
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎

年
市
か
ら
郵
送
さ
れ
る
「
現
況

届
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
提
出
期
限
は
、
８
月
30

日（
金
）で
す
。
提
出
さ
れ
な
い

場
合
、
手
当
が
差
し
止
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
未
提
出
の
ま
ま

２
年
を
経
過
す
る
と
受
給
資
格

を
喪
失
し
ま
す
。

（
７
月
以
降
に
新
規
申
請
さ
れ

た
方
は
、
今
年
の
提
出
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
）

【令和6年4月以降の手当額】

■
問
い
合
わ
せ

　
こ
ど
も
子
育
て
課

　
　
　
　
子
育
て
支
援
担
当

（
内
線
１
７
５
・
１
７
９
）

■
ベ
ビ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
と

は
　

日
本
青
年
会
議
所
が
進
め

る
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
や
行
政
を

巻
き
込
み
、
子
育
て
世
代
が
子

ど
も
を
産
み
育
て
た
く
な
る
社

会
を
実
現
す
る
た
め
の
運
動
で

す
。

【
活
動
宣
言
の
例
】

▼
社
内
ト
イ
レ
を
オ
ム
ツ
交
換

用
に
貸
し
出
し
ま
す

▼
従
業
員
の
産
休
・
育
休
の
取

得
を
推
奨
し
ま
す

▼
子
育
て
向
け
の
福
利
厚
生
を

充
実
さ
せ
ま
す

　
皆
さ
ん
の
事
業
所
も
こ
の
運

動
に
参
画
し
て
地
域
全
体
に
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
の
輪
を
広
げ
ま

し
ょ
う
！

■
問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
子
育
て
課

　
　
　
　
子
育
て
支
援
担
当

（
内
線
１
７
４
・
１
７
５
）

※
こ
れ
ま
で
に
参
画
い
た
だ
い

た「
赤
ち
ゃ
ん
に
優
し
い
事

業
所
」は
こ
ち
ら
◀

「
ベ
ビ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
」

「
赤
ち
ゃ
ん
に
優
し
い
事
業
所
」

×

を
募
集
！

更
新
手
続
き
の
お
知
ら
せ

●
児
童
扶
養
手
当

　
（
現
況
届
）

●
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

　
（
受
給
者
証
）

子育て支援マスコット
キャラクター

ミスいしのつぼ

韮崎市は令和４年３月、山梨県内で最初にこの運動
に参画しました。

ひとり親家庭医療費

児童扶養手当

▶
詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら
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各種補助金

■申請・問い合わせ　デジタル戦略課 地域戦略担当（内線３５９）

■助成対象者（次の全てに該当する方）
◦奨学金の貸与を受けた方
・満３０歳未満の方（申請時年度末時点）
・本市に住民票の登録があり、生活の本拠地としている方
・就業または起業している方、個人で農業を営む方またはその事業専従者
・令和４年４月１日以降に奨学金の返還を始めた方
・他の制度の助成金等を受けていない方
・市税等及び奨学金の返還を滞納していない方

■助 成 額　１０～２０万円
■申請期限　令和７年３月３１日

■助成対象（次の全てに該当する世帯）
・令和６年１月１日以降婚姻した夫婦
・年齢３９歳以下
・夫婦の合計所得５００万円未満（令和５年中の所得）
・韮崎市に住民登録があり入居する住宅があること
・生活保護やその他公的な家賃補助を受けていない
・市税等を滞納していない
・過去に地域少子化対策重点推進交付金による補助を受けていない

■助 成 額
・２９歳以下の世帯：６０万円
・右記以外の３９歳以下の世帯：３０万円

■申請期限　令和７年２月28日　　　　　　  ■年齢基準日は婚姻日

　
自
分
た
ち
の
手
で
式
典
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

■
応
募
資
格

・
令
和
７
年
出
席
対
象
者

　
（
平
成
16
年
４
月
２
日

　
　
　
　

～
平
成
17
年
４
月
１
日
生
）

・
実
行
委
員
会
に
参
加
で
き
る
方

　
（
月
～
金
19
時
か
ら
市
役
所
等
で
開
催
）

■
募
集
定
員　
10
名
程
度

■
応
募
方
法　
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号（
携
帯
可
）・
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
記
入
し
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
ま
た
は
窓
口
で
直
接
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
応
募
期
限　
９
月
30
日（
月
）

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
生
涯
学
習
担
当（内

線
２
６
７
）

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
３

－

１
２
１
５

　
メ
ー
ル　

kyouiku@city.nirasaki.lg.jp

■対 象 者　市に住民登録があり、県外の大学等へ鉄道定期券を利用して通学している方
　　　　　　（市税等の滞納がない世帯に限る）
■補助金額　定期券購入費の2分の1（上限：月額１万円）
■補助対象期間　補助対象者が在学する大学等が定める修学年限以内
■申請期限　定期券の有効期限を過ぎた日から3ヶ月以内または年度
　　　　　　末のいずれか早い日

通学定期券（県外）を補助します

奨学金の返還を支援します

結婚新生活を応援！

[ 若い世代を応援！ ]

詳細は
こちらから ▶

詳細は
こちらから ▶

◀ 詳細は
　 こちらから

令和７年韮崎市二十歳のつどい
を企画・演出する仲間を募集し
ます！！

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

奨学金
返還
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子宮がん検診・予防

　

５
月
16
日（
木
）住
友
生
命
保
険

相
互
会
社 

山
梨
支
社
様
と
「
健

康
づ
く
り
推
進
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
健
康
増
進
事
業
の
普

及
及
び
啓
発
、
市
民
の
ウ
ェ
ル
ネ

ス
の
向
上
、
情
報
発
信
や
地
域
の

活
性
化
に
関
す
る
こ
と
に
関
し
て

連
携
・
協
力
し
、
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。 協

定
を
締
結
し
ま
し
た
！

■問い合わせ　健康づくり課（保健福祉センター内）　☎２３－４３１０

■日　時　８月４日（日）　
　　　　　10時～11時15分
　　　　　受付：９時45分～
■講　師　韮崎おはな産婦人科
　　　　　海部　真美子 院長
■会　場　韮崎市保健福祉センター
■参加費　無料（要電話予約）定員50名
　　　　※定員になり次第、申込みを終了します。
■申込期間　７月１日（月）～７月31日（水）

　日本では毎年約２，９００人
の女性がこの病気で亡くな
っています。ワクチンの接
種や検診で充分に予防可能
な病気です。
　接種や検診を検討されて
いる方は、この機会に参加
してみませんか。

　接種は複数回になり、完了するまで約６か月かかります。高校１年生や定期接種の
機会を逃している方（キャッチアップ接種対象者）は、令和７年３月31日が接種期
限です。今から接種を始める方は、遅くとも８月中までに打ち始めなければ無料期間
内に終わりませんのでご注意ください。

　　約２割の自己負担（２，０００円）※で検診できます。早期発見のため、検診を受けましょう。
　※年度末年齢21歳と70歳以上は無料

■対 象 者　　　20歳以上で前年度市の助成を受けていない女性
■発券申込期限　12月20日（金）
■受診期限　　　令和７年１月31日（金）

【定期接種】

■対 象 者　中学１年生から
　　　　　　高校１年生相当の女子
■接種費用　無料（全額公費）
■接種期限　高校１年生の３月31日
　　　　　　まで

【キャッチアップ接種】

■対 象 者　平成９年度から平成19年度
　　　　　　生まれで接種未完了の女子
■接種費用　無料（全額公費）
■接種期限　令和７年３月31日（月）

子宮頸がん予防（ＨＰＶ）ワクチンの接種はお済みですか？

『子宮がん検診』　今年度の受診券発券中！

産婦人科女性医師による子宮がん予防講演を開催します！

詳細はこちらから▲

詳細はこちらから▶

詳細はこちらから▲
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８月11日（山の日）
午前８時　開会式
８月11日（山の日）
午前８時　開会式

文田選手を応援しよう！・EF15お披露目

「EF15形電気機関車」お披露目イベント
再塗装が完了！全国的にも珍しい連結状態の

■日時　７月27日（土）
　　　　９時45分～　 セレモニー
　　　　10時～13時　限定観覧エリアの公開・物販
■会場　韮崎中央公園内

■問い合わせ　（一社）韮崎市観光協会
　　　　　　　☎２２－１９９１

“サンライズヒル穂坂ヤマケンカップ 2024”
■会場　穂坂自然公園　

サンライズヒル・穂坂トレイルランニングコース
（韮崎市穂坂町三ッ澤3507-1）
※駐車場は穂坂小学校をご利用ください。
　（駐車場から会場まで徒歩15分）

■種別／参加料／定員
　●5km/3,500円/100名　　●10km/4,500円/100名
　●親子ペア5km/4,000円/50組
　※5km、10kmともに22歳以下2,000円
■申込期限　７月11日（木）※ただし定員に
　なり次第、受付終了（当日受付不可）
　詳細は、こちらのフォームをご覧ください。▶
■その他　荒天中止
■申込み・問い合わせ
　教育課 スポーツ振興担当（市営体育館内）　☎２２－８０６２

■問い合わせ　教育課 スポーツ振興担当　☎22－0498

■パネル掲出場所・期間
韮崎市役所　　　　7月5日（金）まで
市民交流センター　7月6日（土）から

　パリ五輪に挑むレスリンググレコローマンスタイル男子60kg級
代表で、本市出身の文田健一郎選手に贈るメッセージを募集してい
ます。
　また、東京五輪での活躍やパリ五輪でのさらなる高みを目指す姿
などを報じた記事のパネルを掲示しています。
　文田選手の活躍を願い、地元韮崎からエールを送りましょう。応
援メッセージは、市ホームページの入力フォームからもご投稿いた
だけます。後日、文田選手にお届けします！

文田健一郎選手に応援メッセージを送ろう！

入力フォーム▲

EF15 再塗装
記念ラベル商品も
販売します！

ガラポン
抽選会！！

オリジナル
ステッカー
プレゼント

運転室の見学はこの日だけ！

韮崎市制施行70周年記念
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国民健康保険

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

新
し
い
保
険
証
（
橙
色
） 

を
郵
送
し
ま
す

　
７
月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

　
８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
ま

す
の
で
、
古
い
保
険
証
は
破
棄

し
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
は
、

マ
イ
ナ
保
険
証
制
度
と
な
り
ま

す
が
、
有
効
期
限
ま
で
は
そ
の

ま
ま
ご
使
用
に
な
れ
ま
す
。

■
８
月
２
日
以
降
に
75
歳
に
到

達
す
る
方

　
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
75

歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。
誕
生
月
の
前
月
に
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
説
明
会

の
ご
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

■「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
に
つ
い
て

　
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。

８
月
以
降
も
必
要
な
方
は
事
前

に
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
被
保
険
者
証

・
過
去
１
年
間
の
入
院
日
数
が

90
日
を
超
え
る
場
合
は
、
入

医
療
費
を
節
約
し
て
国
保

税
引
き
上
げ
を
抑
制
し
ま

し
ょ
う

国保加入者の所得に応じて計算します。
（前年中の総所得金額－基礎控除額43万円）※1×税率

※1　国保加入者ごとに計算します。
控除額は所得金額により段階的に引き下げられます。

国
民
健
康
保
険
税
（
年
税
額
）

所得割

世帯内の国保加入者に応じて計算します。
（世帯内加入者数×定額）均等割

１世帯あたりにいくらと計算します。
（１世帯×定額）平等割

＋

＋

【国保税の算定方法】

【令和６年度の税率・限度額】

＝

所得割 均等割※2

（1人あたり）
平等割※2

（1世帯あたり） 賦課限度額

医療分 7.0% 26,400円 20,100円 650,000円

後期高齢者
支援金分 2.5% 9,200円 7,100円 240,000円

介護分※1 2.1% 9,900円 5,800円 170,000円

※１　介護分は、40歳～64歳の方のみ　
※２　一定の所得以下の世帯は、均等割・平等割が最大7割軽減されます（申請不要）

院
日
数
を
確
認
で
き
る
医
療

機
関
発
行
の
領
収
書
等
（
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
み
） 

・
本
人
ま
た
は
同
居
の
方
以
外

か
ら
の
申
請
の
場
合
は
委
任

状

■
か
か
り
つ
け
医
（
薬
局
）
を

持
つ

　
紹
介
状
を
持
た
ず
に
大
病
院

を
受
診
す
る
と
、
一
部
負
担
金

に
加
え
定
額
負
担
金
が
発
生
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
受

診
で
き
る
、
か
か
り
つ
け
医

（
薬
局
）
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

■
休
日
・
夜
間
の
受
診
は
控
え

る
　
休
日
や
夜
間
に
開
い
て
い
る

救
急
医
療
機
関
は
、
緊
急
性
の

高
い
患
者
さ
ん
の
た
め
で
、
医

療
費
も
高
く
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

■
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
同
じ
疾
患
で
、
複
数
の
医
療

機
関
に
か
か
る
と
、
医
療
費
が

増
え
る
だ
け
で
な
く
、
検
査
や

薬
が
重
複
す
る
こ
と
で
、
体
に

悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活

用
し
ま
し
ょ
う

　
効
果
は
同
じ
で
価
格
が
安
く

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
師
や

薬
剤
師
と
相
談
し
て
、
積
極
的

に
活
用
し
ま
し
ょ
う

納
税
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

　
７
月
中
旬
に
世
帯
主
宛
に
郵

送
し
ま
す
。

　
国
保
税
の
納
税
義
務
者
は
世

帯
主
で
す
。（
世
帯
主
が
社
会

保
険
等
加
入
者
で
も
、
世
帯
に

国
保
加
入
者
が
い
る
場
合
、
世

帯
主
に
通
知
し
ま
す
。)

　
算
定
方
法
、
保
険
税
額
・
限

度
額
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
６
年
度
は
税
率
等
の
改
定

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
保
税
の
軽
減
に
つ
い
て

　
倒
産
、
解
雇
、
雇
い
止
め
な

ど
で
離
職
し
た
方
は
国
保
税
の

軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
！ 

　
軽
減
を
受
け
る
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。

■
対
象
と
な
る
方

　
次
の
①
～
③
の
全
て
の
条
件

を
満
た
す
方

①
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に

離
職
し
た
方

②
離
職
日
時
点
で
65
歳
未
満
の

方
③
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付

を
受
け
る
方
で
、
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
の
「
離
職
理

由
コ
ー
ド
」
が
（
11
、
12
、

21
、
22
、
23
、
31
、
32
、

33
、
34
）
に
該
当
す
る
方

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

■
問
い
合
わ
せ

　
市
民
生
活
課
国
保
年
金
担
当

　
（
内
線　
１
２
７
～
１
２
９
・

１
３
７
）

医
療
費
の
節
約
ポ
イ
ン
ト
！
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後期高齢者医療制度

後
期
高
齢
者
医
療
の
お
知
ら
せ

　
７
月
中
旬
に
ご
自
宅
に
届
き

ま
す
。
届
い
た
日
か
ら
ご
利
用

で
き
ま
す
の
で
、
古
い
保
険
証

は
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
６
年
12
月
２
日
以
降

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
制
度
と
な

り
ま
す
が
、
有
効
期
限
ま
で
は

そ
の
ま
ま
ご
使
用
に
な
れ
ま

す
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
お
よ
び
限

度
額
適
用
認
定
証

　
被
保
険
者
証
と
は
別
に
同
時

期
に
該
当
と
な
る
方
へ
郵
送
し

ま
す
。
８
月
１
日
か
ら
使
用
で

き
ま
す
の
で
、
古
い
も
の
は
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
。

※
低
所
得
者
Ⅱ
（
区
分
Ⅱ
）
に

該
当
す
る
方
で
、
申
請
月
を

含
め
た
12
ヶ
月
の
入
院
日
数

が
90
日
を
超
え
、
食
費
等
の

減
額
を
さ
ら
に
受
け
る
場
合

は
、
市
窓
口
で
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課

　
　
　
　
　
国
保
年
金
担
当

（
内
線
１
２
７
～
１
２
９
）

税
務
収
納
課
収
納
推
進
担
当

（
内
線
１
６
３
～
１
６
５
）

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合

☎
０
５
５

－

２
３
６

－

５
６
７
１

新
し
い
保
険
証

（
さ
く
ら
色
）

を
郵
送
し
ま
す
！

市
職
員
が
ご
自
宅
や
施

設
等
を
訪
問
し
ま
す
！

■
対
象
者

＊
70
歳
以
上
の
方
、
障
が

い
・
要
介
護
等
で
外
出

が
困
難
な
方

＊
施
設
、
企
業
、
団
体

（
自
治
会
・
各
種
サ
ー

ク
ル
）
等

■
訪
問
日

　
平
日
の
み
（
要
予
約
）

※
カ
ー
ド
は
後
日
ご
自
宅

へ
郵
送
し
ま
す
。

市
役
所
で
も
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
！

■
日
時

　
毎
週
木
曜
日

　
９
時
～
15
時
45
分

　
（
11
時
45
分
～
13
時
除
く
）

■
持
ち
物

　
本
人
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
、
健
康
保
険
証
、

年
金
手
帳
等
）

マイナンバーカード申請サポートします！ 
写真撮影無料！

カ
ー
ド
更
新
は
時
間
外・

休
日
も
対
応
し
ま
す
！

■
要
予
約

　
更
新
に
は
、
ご
自
身
で

登
録
し
た
暗
証
番
号
の
入

力
が
必
要
で
す
。

＊
休
日
・
時
間
外
は
カ
ー

ド
の
交
付
と
更
新
以
外

の
手
続
（
暗
証
番
号
の

変
更
な
ど
）
は
で
き
ま

せ
ん
。

＊
休
日・時
間
外
に
は「
顔

認
証
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
」の
対
応
は
で
き

ま
せ
ん
。

韮
崎
市
立
病
院
内
で
申

請
を
お
手
伝
い
し
て
い

ま
す
！

■
日
時

　
毎
週
金
曜
日

　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所

　
皮
膚
科
前
待
合
ホ
ー
ル

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　
市
民
生
活
課

　
　
　
　
戸
籍
住
民
担
当

（
内
線
１
２
３
～
１
２
６
）

■
該
当
す
る
方

①
所
得
の
減
少
や
失
業
等
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

方
②
昨
年
度
（
令
和
５
年
７
月
～

令
和
６
年
６
月
）
の
免
除
申

請
が
承
認
さ
れ
た
方
で
、
一

部
免
除
の
承
認
を
受
け
て
い

る
方
、
退
職
等
の
特
例
に
よ

り
免
除
の
承
認
を
受
け
て
い

る
方
、
免
除
の
継
続
審
査
を

希
望
さ
れ
な
か
っ
た
方

※
免
除
申
請
を
し
な
い
場
合
、

将
来
の
年
金
だ
け
で
な
く
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不

測
の
事
態
が
生
じ
た
と
き

に「
障
害
年
金
」や「
遺
族
年

金
」を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
市
民
生
活
課
国
保
年
金
担
当

　
（
内
線
１
２
７
～

１
２
９
・
１
３
７
）

　
日
本
年
金
機
構
竜
王
年
金
事
務
所

☎
０
５
５

－

２
７
８－１
１
０
４

　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７
０

－

０
０
３

－

０
０
４

免
除
申
請
は

　
　
７
月
か
ら
で
き
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
方
へ

要
予
約

要
予
約

予
約
不
要

予
約
不
要
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■
応
募
資
格
（
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
）

①
過
去
に
調
査
員
経
験
が
１
年

以
上
あ
る
方

②
医
療
福
祉
系
資
格
を
お
持
ち

の
方

　
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
研
修
を
受
講
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

■
報
酬　
３
，７
５
２
円

　
　
　
　
（
１
件
あ
た
り
）

■
応
募
方
法

　
履
歴
書
、
資
格
・
免
許
証
、

県
認
定
調
査
員
研
修
修
了
証
書

（
有
す
る
方
）
等
の
写
し
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
調
査
員
の
仕
事
は
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す

る
方
に
聞
き
取
り
を
し
て
、
調

査
票
を
作
成
す
る
こ
と
で
す
。

　
調
査
は
月
１
件
か
ら
で
も
可

能
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
■
問
い
合
わ
せ　
長
寿
介
護
課
介
護
保
険
担
当
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）　
☎
２
３

－

４
３
１
３

介護保険料

 

◆
納
入
通
知
書
を 

 

郵
送
し
ま
す
。

　
年
間
保
険
料
が
確
定
し
ま
し

た
の
で
、
納
入
通
知
書
兼
特
別

徴
収
額
通
知
書
等
を
７
月
上
旬

に
郵
送
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
封
の
書
類
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

 

◆
保
険
料
の
納
め
方

●
特
別
徴
収

　
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

　
65
歳
以
上
で
、
年
金
を
年
額

18
万
円
（
月
額
１
５
，０
０
０

円
）
以
上
支
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま

す
。

●
普
通
徴
収
（
納
付
書
、
口
座

振
替
に
よ
る
納
付
）

　

年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な

ら
れ
た
方
や
転
入
さ
れ
た
方
、

年
金
が
年
額
18
万
円
（
月
額

１
５
，０
０
０
円
）
未
満
の
方

な
ど
が
対
象
で
す
。

介
護
認
定
調
査
員
に

な
り
ま
せ
ん
か
？

　一人暮らしの高齢者の買い物やゴミ出しなど、簡単な家事支援を行う有償
ボランティアです。

■対 象 者　市民（年齢は問いません）
　　　　　　下記の養成講座の受講が必要です。
■活動内容　一人暮らし高齢者のちょっとした困

りごと（ゴミ出し・話し相手・散
歩・掃除・買い物等）

■活動回数　協力できる範囲（週1日でも可）
　　　　　　月～金
■活 動 費　30分350円、60分700円
　　　　　　（最大60分）
■養成講座　８月27日（火）10時～16時
　　　　　　場　所：韮崎市社会福祉協議会
　　　　　　持ち物：筆記用具、昼食
　　　　　　※登録の際に顔写真の撮影があります。

■その他
　養成講座を受講した65歳以上の方は、介護支
援ボランティアとして登録できます。

※介護支援ボランティアは、高齢者の皆さんがボ
ランティア活動を通じて地域貢献や社会参加す
ることで元気になることを目的としています。
ボランティア活動をするとポイントがたまり、
最大５千円と換金できます。

■申込み・問い合わせ
　韮崎市社会福祉協議会　☎２２－６９４４

を募集します！お た す け 隊

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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いきいき貯筋クラブ

　各地区公民館で、転倒予防を目的とした「いきいき貯筋クラブ」、口腔機能維持・向上のため
の「健口教室」、栄養について学ぶ「シルバークッキング教室」、認知症予防のための「脳ひらめ
き教室」を開催します。

■対　象　おおむね65歳以上の方
■担当者　・健康運動指導士　　　　　　・シニア健康サポーター
　　　　　・市保健師等
■持ち物　水分補給ができるもの、体操ができる服装、
　　　　　室内用運動靴（韮崎Ａ・Ｂは不要）
■申込み　不要（直接会場へお越しください。）
■問い合わせ　長寿介護課 介護予防担当（保健福祉センター内）　☎23－4313

※荒天や感染症等の状況により、日程は中止・変更となる場合があります。
　　　　「いきいき健口教室」
　　　　「シルバークッキング教室」（調理実習はありません）
　　　　「脳ひらめき教室」

【令和6年度 いきいき貯筋クラブ開催日一覧表】［開催時間　９時30分～11時］

㋺

㋨

『いきいき貯筋クラブ（前期）』がスタート！

地区
開催日

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回 第９回

韮崎Ａ
（ニコリ）

 7月8日  7月22日 8月26日  9月2日  9月30日 10月28日 11月11日 11月25日 12月9日

月曜日 月曜日 月曜日  ㋨ 月曜日 月曜日 月曜日  ㋺ 月曜日  ㋛ 月曜日 月曜日

円野町
 7月5日 7月19日 8月2日 8月16日 9月6日 9月20日 10月4日 10月18日 11月1日

金曜日 金曜日 金曜日  ㋛ 金曜日 金曜日  ㋺ 金曜日 金曜日  ㋨ 金曜日 金曜日

穴山町
7月1日 7月29日 8月5日 8月19日 9月9日 10月7日 10月21日 11月18日 12月2日

月曜日  ㋺ 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日  ㋛ 月曜日 月曜日  ㋨ 月曜日 月曜日

韮崎Ｂ
（保健センター）

7月9日  7月30日  8月13日 8月27日 9月10日 9月24日 10月8日 10月22日 11月12日

火曜日  ㋛ 火曜日 火曜日 火曜日  ㋺ 火曜日  ㋨ 火曜日 火曜日 火曜日 火曜日

藤井町
7月11日  7月25日  8月8日 8月22日 9月12日 9月26日 10月10日 10月24日 11月14日

木曜日 木曜日 木曜日  ㋺ 木曜日 木曜日 木曜日  ㋨ 木曜日 木曜日  ㋛ 木曜日

㋛

スマホ操作教室を開催します！
■日　時　７月２６日（金）
　　　　　10時30分～12時
■場　所　韮崎市民交流センター ２階 会議室９
■内　容　スマートフォンの基本操作方法等
■講　師　㈱フォネット職員
■対　象　１５名程度
■受講料　無料

■問い合わせ　デジタル戦略課 DX・シティプロモーション担当（内線283）

■持ち物　スマートフォン
■申込み　下記二次元コードまたは電話
※終了後高齢者等に、スマホの
　操作を支援するボランティア
　を募ります。

みんなで健康長寿を目指そう！

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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★ ★

認定病院・災害時備蓄・市民農園

※詳しくはこちらから ▶

　
市
内
２
か
所
に
市
民
農
園
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

各
農
園
に
は
、
東
屋･

農
具

小
屋･

ト
イ
レ
が
完
備
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
応
募
資
格

　
農
業
者
以
外
の
方
で
、
市
内

外
を
問
い
ま
せ
ん
。

■
場
所　
宮
久
保
・
若
尾

※
区
画
の
空
き
状
況
等
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
農
政
課
農
林
振
興
担
当

（
内
線
２
２
３
）

　韮崎市立病院は「地域に愛され信頼される病院を
作ろう」を目標に日々、より良い医療の提供を目指
して取り組んでいます。
　その一環として平成29年に日本医療機能評価
機構による病院機能評価を受審し、翌年２月に
3rdG:Ver.1.1の認定を受けていましたが、令和６
年４月に3rdG:Ver.3.0での再認定を受けました。
　この病院機能評価は、病院としての組織全体の運
営管理や患者様へ提供される医療について、大きく
4つの分野において、審査され評価を受けるもの
で、現在県内での認定は10病院となっています。
　これからも安全な医療、院内感染対策、栄養、説
明と同意、医療倫理的な側面等が重要と考え、職員
一同取り組んでいきます。

病院機能評価の認定を受けました

■問い合わせ
　韮崎市立病院　☎22－1221

《 災害時の備蓄について 》

■問い合わせ　　総務課 危機管理担当（内線339・399）

市
民
農
園
で

『
野
菜
を
育
て
て

み
ま
せ
ん
か
？
』

　災害時の非常事態に備え、ご家庭で、最低３日分、できれば
７日分の食糧・物資を備蓄することが重要です。
　食料品や水（１人１日３リットル）、照明器具、ラジオ等の
情報収集器材のほか、常備薬等の必需品を用意し、定期的に点
検・交換を行い、いつでも持ち出しができるようにしておきま
しょう。
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固定資産税・情報公開制度

■問い合わせ
　総務課総務担当
　（内線３３３～３３５）

請求区分
実施機関 

（開示の決定を
行う機関）

請求件数
開示・非開示の内訳

全部開示 部分開示 非開示 文書
不存在 取下げ

情報公開
（公文書等）

市 長 13 3 7 0 2 1
教 育 委 員 会 14 1 13 0 0 0
議 会 1 0 1 0 0 0
そ の 他

（※1） 0 0 0 0 0 0

合　計 28 4 21 0 2 1

個人情報
保　　護

市 長 5 2 2 0 0 1
そ の 他

（※2） 0 0 0 0 0 0

合　計 5 2 2 0 0 1

公開を行っている審議会等のうち、
開催された会議の件数 傍聴人数

公開件数 非公開件数
67件 56件 11件 10人

令和５年度の情報公開・個人情報保護制度および審議会等の会議について
公開します

（※１）選挙管理委員会、
公 平 委 員 会 、 監
査委員、農業委員
会、固定資産評価
審査委員会

（※２）上記（※１）に記
載した各委員会と
教育委員会、議会

　
耐
震
改
修

　
床
面
積
１
２
０
㎡
分
を
限
度
に
固

定
資
産
税
の
１
／
２
を
軽
減

■
対
象
住
宅　
昭
和
57
年
１
月
１
日

以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅

■
対
象
工
事　
建
築
基
準
法
の
耐
震

基
準
に
適
合
す

る
工
事
費
用
が

50
万
円
を
超
え

る
改
修
工
事

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

　
床
面
積
１
０
０
㎡
分
を
限
度
に
固

定
資
産
税
の
１
／
３
を
減
額

■
対
象
住
宅　
65
歳
以
上
か
障
が
い

の
あ
る
人
、
介
護
保
険
の
要
介
護

認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け

て
い
る
人
が
住
ん
で
い
る
新
築
さ

れ
た
日
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
た

住
宅

■
対
象
工
事　
自
己
負
担
額
が
50
万

円
を
超
え
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事
（
補
助
金
を
受
け
て
い
る
場

合
は
差
し
引

い
て
自
己
負

担
額
が
50
万

円
を
超
え
て

い
る
こ
と
）

 　
省
エ
ネ
改
修

　
床
面
積
１
２
０
㎡
分
を
限
度
に
固

定
資
産
税
の
１
／
３
を
減
額

■
対
象
住
宅　
平
成
26
年
４
月
１
日

以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅

■
対
象
工
事　
工
事
費
用
が
60
万
円

を
超
え
る
①
窓
の
改
修
（
必
須
）、

②
断
熱
改
修
、
③
太
陽
光
発
電
・

高
効
率
給
湯
器
の
設
置
な
ど
、
省

エ
ネ
基
準
に
新
た
に
適
合
す
る
改

修
工
事

※
③
の
工
事
を
含
む
場
合
は
、
①
②

の
工
事
費
合
計
が
50
万
円
を
超
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

●
軽
減
は
工
事
完
了
の
翌
年
度
の
み

で
す
。

●
申
請
は
原
則
、
工
事
終
了
後
３
か

月
以
内
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
収
納
課
資
産
税
担
当

（
内
線
１
５
６
～
１
５
８
）

　外部公益通報とは市内の企業に勤める労働者が、内部告発を自企業でな
く、行政機関に通報することです。

外部公益通報　受付件数　０件 ■問い合わせ
商工観光課 商工観光担当（内線２１３）

住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
を
軽
減

詳細は
こちらから▶

令和５年度外部公益通報制度運用状況の公表



14

直通電話（ダイヤルイン）

直通電話（ダイヤルイン）を導入します。
　７月16日（火）から、ご用件のある部署に直接電話をかけることができるようになります。
　また、不在時、直通電話番号が表示されるため、どの部署から電話があったかわかるようになり、
相互の連携がスムーズになります。
　なお、代表電話番号（☎２２－１１１１）も、これまでどおりご利用できます。

階 課名 担当 電話番号 主な業務

1F

市民生活課
戸籍住民担当 ☎　 22ー1112 戸籍、住民票、印鑑登録、婚姻・出生届 　
国保年金担当 ☎　 22ー1113 国民健康保険、後期高齢者医療、国民年金
生活環境担当 ☎　 22ー1114 環境保全、廃棄物、空き家対策、犬の登録

こども子育て課
子育て支援担当 ☎　 22ー1115 児童センター、児童手当、子ども医療費助成などの子育て支援

保育担当 ☎　 22ー1117 保育園、幼稚園などの入所や給付、市立保育園の運営
こども相談担当 ☎　 22ー1118 子育てに関する相談、児童虐待等の相談や支援

福祉課
（福祉事務所）

障がい福祉担当 ☎　 22ー1992 障害者手帳、障害福祉サービス、重度心身障害者医療費助成申請
生活支援担当 ☎　 22ー1993 生活保護、生活困窮の相談や支援

税務収納課
市民税担当 ☎　 45ー7021 市税の賦課（市民税・軽自動車税）
資産税担当 ☎　 45ー7032 固定資産税の賦課（土地家屋の評価）

収納推進担当 ☎　 45ー7043 市税の収納、納付相談

会計課
出納担当

☎　 45ー7046
現金出納・管理

工事検査担当 工事検査・指導

2F

農政課
（農業委員会）

農林振興担当 ☎　 45ー9104 農林業の振興、鳥獣害対策
農業委員会事務局 ☎　 45ー9105 農地転用、農地の貸借・売買

商工観光課
商工観光担当 ☎　 45ー9158 商工業・観光の振興、消費生活相談
企業立地担当 ☎　 45ー9159 企業立地の促進、企業の誘致

建設課
計画管理担当 ☎　 45ー7623 都市計画、開発協議、屋外広告物、地籍調査、公園管理
建設土木担当 ☎　 45ー7625 市道、橋りょう、河川管理
農林土木担当 ☎　 45ー7628 農道、林道管理

営繕住宅課
住宅管理担当 ☎　 45ー7634 市営住宅、住宅耐震化、建築確認
建築営繕担当 ☎　 45ー7635 施設営繕、建築設計

教育委員会 
（教育課）

学校教育担当 ☎　 45ー7208 小中学校運営、教育委員会事務局
生涯学習担当 ☎　 45ー7209 生涯学習、文化芸術、公民館
文化財担当 ☎　 45ー7256 文化財、埋蔵文化財、郷土資料

スポーツ施設整備担当 ☎　 45ー7257 スポーツ関連施設整備
武田の里文化振興協会 ☎　 30ー0510 芸術文化の振興、地域文化の創造・発信

韮崎市観光協会 ☎　 22ー1991 観光案内

3F 総務課
総務担当 ☎　 45ー9366 文書法制、自治会関係、選挙

契約管財担当 ☎　 45ー9367 入札、契約、財産管理
危機管理担当 ☎　 45ー9368 防災、防犯、消防、交通安全対策

2F
デジタル戦略課

DX・シティプロモーション担当 ☎　 45ー9163 DXの推進、情報システム管理、シティプロモーション、広報

3F

地域戦略担当 ☎　 45ー9173 移住・定住促進、空き家バンク、ふるさと納税
ふるさと納税 ☎　 22ー1990 ふるさと納税お問合せ

財務政策課
政策調整担当 ☎　 45ー9223 政策形成、統計、国際交流、男女共同参画、市民バス

財政担当 ☎　 45ー9224 予算、決算、市債

秘書人事課
秘書担当 ☎　 45ー9344 秘書、渉外、栄典

人事行革担当 ☎　 45ー9345 職員人事、行政組織、行政改革
5F 議会事務局 総務担当 ☎　 45ー9099 議会運営

別館 
1F 上下水道課

下水道担当 ☎　 45ー9130 下水道施設の建設、維持、管理
水道管理担当 ☎　 45ー9132 水道事業、簡易水道、上下水道料
水道工務担当 ☎　 45ー9134 上水道施設の建設・維持・管理

　各担当直通番号一覧（市外局番は全て0551）

■問い合わせ　総務課 契約管財担当（内線 337）　
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職員募集

　令和７年4月採用　韮崎市職員の募集

　令和7年4月採用　峡北消防本部　消防吏員の募集

　令和7年4月採用　峡北地域水道企業団職員の募集

採用職種 採用者数
採用要件等

採用日 申込受付・試験日 試験種目
採用時年齢 その他の要件等

行政（一般事務）
3名 30歳以下 ［住所要件］

行政（一般事務（社会人枠は除
く。））については、採用後に韮崎
市内に居住できる者。

［学歴・資格等要件］
採用職種により、要件が異なる
ので、詳細は職員採用試験案内
で確認してください。

［職員採用試験案内］
市ホームページに掲載。
市役所１階受付、保健福祉セン
ター、市立病院事務局にて配
布。

令和7年
4月1日

※４月１日以
降に資格免
許取得見込
の者は、こ
の日以降に
なる場合が
あります。

7月11日（木）   
  ～8月8日（木）

「１次試験」
9月22日（日）

「２次試験」
10月20日（日）
※臨床検査技師、看

護師は、10月21
日(月)

「３次試験」
11月下旬

「1次試験」
筆記試験

「2次試験」
集団討論
または
面接試験

「3次試験」
　面接試験

※3次試験を
実施しない
職種もあり
ます。

社会人枠
若干名 45歳以下

行政（土木）
若干名 35歳以下

社会人枠
若干名 45歳以下

行政（建築）
若干名 35歳以下

社会人枠
若干名 45歳以下

行政（学芸員） 若干名 30歳以下
行政

（社会福祉士） 若干名 35歳以下

行政（保育士） 若干名 45歳以下
医療

（臨床検査技士） 若干名 30歳以下

医療（保健師） 2名程度 35歳以下
医療（看護師） 10名程度 ―

採用職員 試験区分 採用者数 採用日 申込受付・試験日 年齢・学歴要件 住所要件

消防職

A
（大学卒業程度） 

若干名 令和7年
4月1日

■申込書配布・受付
　7月18日（木）～8月16日（金）
　 ※土日祝日を除く
■試験
「1次試験」9月22日（日）　
　山梨大学甲府西キャンパス
「2次試験」10月27日（日） 
  「3次試験」  11月下旬

■試験案内・申込書等
　組合ホームページに掲載
　組合総務課にて配布
　

平成11年4月2日から平成
15年4月1日までに生まれた
者で、学校教育法による大
学（短期大学は除く）を卒
業した者および令和7年3月
卒業見込みの者

採用後に、管内
（ 韮 崎 市 、 北 杜
市、甲斐市（旧双
葉町に限る））に
住所を有し、居
住できる者

　

B
（高校卒業程度）

平成13年4月2日から平成
19年4月1日までに生まれた
者で、上記消防職Aの要件に
該当しない者（学校教育法
による高等学校を卒業した
者および令和7年3月卒業見
込みの者

■問い合わせ　峡北広域行政事務組合 総務課 総務担当　☎22ー3311（内線122・124）　https://www.kyohoku-koiki.jp/

■問い合わせ　秘書人事課 人事行革担当（内線 322・325・326）　https://www.city.nirasaki.lg.jp

採用職員 試験区分 採用者数 採用日 申込受付・試験日 年齢・学歴要件

一般
行政職

(企業職)

Ⅰ
（大学卒業程度） 

若干名 令和7年
4月1日

■申込書受付
　7月18日（木）～8月16日（金）
　 ※土日祝日を除く
■試験
「1次試験」9月22日（日）　
　山梨大学甲府西キャンパス
■試験案内・申込書等
　企業団ホームページに掲載
　企業団総務課にて配布
　

昭和55年4月2日から平成15年4月1日まで
に生まれた者で、大学を卒業した者、卒業見
込みの者及び同程度の学力を有する者

Ⅱ
（高校卒業程度）

平成11年4月2日から平成19年4月1日まで
に生まれた者で、高校を卒業した者、卒業
見込みの者及び同程度の学力を
有する者

■問い合わせ　峡北地域広域水道企業団　総務課 　☎42－4830

■日時　７月20日（土）　13時～15時10分
■対象　学生等、一般求職者

■参加団体　山梨県庁、山梨県警本部、韮崎市 ほか
■開催方法　web開催
■申込締切　７月15日(月)　17時
■問い合わせ　やまなし暮らし支援センター
　　　　　　　☎03－6273－4306（水曜～日曜10時～18時）

山梨県・５市合同
公務員就職セミナー

令和7年度
韮崎市・峡北消防本部・峡北地域水道企業団 職員募集‼
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イ
ベ
ン
ト

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

ニ
コ
リ

ニ
コ
リ
主
催

イ
ベ
ン
ト

☎
２
２ｰ

１
１
２
１

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
七
夕

『
短
冊
に
願
い
ご
と
を
書
こ
う
』

　
館
内
を
華
や
か
な
七
夕
飾
り
で

装
飾
し
ま
す
！
ニ
コ
リ
で
の
特
別

な
七
夕
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
期
間　
６
月
21
日（
金
）

　
　
　
　
～
７
月
21
日（
日
）

親
子
ダ
ン
ボ
ー
ル
工
作
教
室

　
段
ボ
ー
ル
ガ
チ
ャ
ポ
ン
を
作
り

ま
す
。

■
日
時　
８
月
４
日（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
資
格　
お
子
さ
ん
が
６
才
以
上

の
親
子
（
大
人
一
人
の
参
加
も

可
能
で
す
）

■
参
加
費　
２
，０
０
０
円 

■
定
員　
10
組

※
最
少
開
催
組
数
５
組

■
講
師　
沖お

き
つ津　
香か

な

こ

奈
子
氏

■
申
込
み　
７
月
28
日（
日
）ま
で

　
総
合
受
付
で
参
加
費
を
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

『
し
っ
か
り
伸
ば
し
て
楽
し
く

　
　
　
鍛
え
る
ヨ
ガ
レ
ッ
ス
ン
』

■
日
時

　
８
月
１
・
８
・
22
・
29
日
、

　
９
月
12
・
19
・
26
日

お
は
な
し
会
と
お
り
が
み
教
室

　

お
は
な
し
会
の
後
に
お
り
が
み

教
室
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　
７
月
13
日（
土
）

　
　
　
　
14
時
か
ら
各
20
分
程
度

■
対
象　
幼
児
～
小
学
校

　
　
　
　
低
学
年
の
子
ど
も

朗
読
の
つ
ど
い

■
日
時　
７
月
20
日（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所　
会
議
室
９

■
内
容

　
「
猫
の
皿
」　
古
典
落
語

朗
読　
清し

み

ず水
一は

じ
め

さ
ん

　
「
母
と
暮
ら
せ
ば
」

　
山
田 

洋
次
・
井
上 

麻
矢
作

　
　
　
朗
読　
小こ

ば
や
し林
方ま

さ

こ子
さ
ん

　
「
ま
ん
じ
ゅ
う
峠
」

　
韮
崎
市
穂
坂
町
の
民
話

　
朗
読　
こ
ぶ
し
の
会
の
皆
さ
ん

だ
っ
こ
の
会

　
わ
ら
べ
歌
、
手
遊
び
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　
７
月
25
日（
木
）

　
　
　
　
11
時
か
ら
20
分
程
度

■
対
象　
乳
幼
児

夏
休
み
子
ど
も
企
画

「
世
界
ク
イ
ズ
発
見
！
」

 

夏
休
み
は
パ
ス
ポ
ー
ト
片
手
に

図
書
館
で
世
界
を
め
ぐ
る
ク
イ
ズ

の
旅
に
で
か
け
よ
う
。
図
書
館
で

ク
イ
ズ
を
探
し
て
、
問
題
が
解
け

た
ら
旅
シ
リ
ー
ズ
・
に
ら
っ
こ
し

お
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

■
期
間　
７
月
20
日（
土
）

    





～
８
月
29
日（
木
）

■
対
象

　
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん

■
参
加
方
法　

　
期
間
中
５
冊
以
上
の
貸
出
レ
シ

ー
ト
を
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

科
学
館
出
張
工
作
教
室

「
星
空
ま
ん
げ
き
ょ
う
作
り
」

■
日
時　
７
月
28
日（
日
）

　
　
　
　
14
時
か
ら
40
分
程
度

■
対
象　
小
学
生
以
下

    





（
保
護
者
同
伴
）

■
定
員　
20
名
（
先
着
順
）

■
申
込
み　
７
月
６
日（
土
）

    





　
～
７
月
26
日（
金
）

 

カ
ウ
ン
タ
ー
お
よ
び
電
話
で
受
付

「
こ
わ
い
か
も
し
れ
な
い
？

       










お
は
な
し
会
」

　
人
形
劇
団
も
も
た
ろ
う
７
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
人
形
劇
『
３
匹
の
こ

ぶ
た
』
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！ 

■
日
時　
８
月
３
日（
土
）

　
　
　
　
14
時
30
分
～
15
時
10
分

　
　
　

 
（
14
時
受
付
開
始
）

　
19
時
〜
20
時（
木
曜
日
全
７
回
）

■
受
講
料　
７
，０
０
０
円

■
定
員　
13
名 

※
最
少
開
催
人
数
５
人

■
講
師　
金か

ね
こ子　
聡さ

と
み美
氏

■
持
ち
物　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は

バ
ス
タ
オ
ル
、タ
オ
ル
、
飲
料
水

夏
の
ニ
コ
リ
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

　
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
写
真
撮
影

し
た
方
に
、
写
真
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

（
一
家
族
一
枚
）

■
日
時　
７
月
27
日（
土
）

　
　
　
　
～
８
月
25
日（
日
）

浴
衣
で
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
ａ
ｙ

　
浴
衣
で
来
館
し
て
く
れ
た
方
へ
、

ニ
コ
リ
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ア
ラ
の

マ
ー
チ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（
先
着

20
名
様
）

■
日
時　
７
月
30
日（
火
）

「
２
０
２
４
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
展
示

■
展
示
期
間　
６
月
29
日（
土
）

～
７
月
30
日（
火
）

■
対
象　
年
中
～
小
学
生

　
　
　
　
（
保
護
者
同
伴
）

■
定
員　
45
名

（
保
護
者
含
む・先
着
順
）

■
申
込
み　
７
月
20
日（
土
）か
ら

　
カ
ウ
ン
タ
ー
お
よ
び
電
話
で
受
付

「
第
11
回
韮
崎
市
図
書
館
を
使
っ

た
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」

■
対
象　
韮
崎
市
在
住
・
在
学
の

小
中
学
生
（
共
作
可
）

■
募
集
期
間　
８
月
６
日（
火
）

　
～
29
日（
木
）
※
必
着

　
韮
崎
市
内
の
小
中
学
校
に
通
う

児
童
・
生
徒
は
学
校
を
通
じ
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

調
べ
る
学
習
応
援
講
座

■
日
時　
７
月
21
日（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

■
対
象　
小
学
生（
保
護
者
同
伴
）

■
定
員　
親
子
８
組

■
申
込
み　
７
月
２
日（
火
）か
ら

　
カ
ウ
ン
タ
ー
お
よ
び
電
話
で
受
付

調
べ
る
学
習
相
談
会

　
夏
休
み
期
間
中
は
、
調
べ
方
や
、

本
の
探
し
方
な
ど
お
気
軽
に
ス
タ

ッ
フ
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
過
去
の
入
選

作
品
の
レ
プ
リ

カ
展
示
も
行
っ

て
い
ま
す
。

大
村
記
念

図
書
館

☎
２
２ｰ

４
９
４
６
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子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
２
３ｰ

７
６
７
６

に
ら
★
ち
び
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
ら
★
歩
歩
く
ら
ぶ

～
大
賀
ハ
ス
を
見
に
行
こ
う
～

（
要
予
約
・
雨
天
中
止
）

■
日
時　
７
月
11
日（
木
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
集
合　
10
時
15
分

　
　
　
　
現
地
集
合（
穴
山
町
）

■
定
員　
未
就
園
児
の
親
子
10
組

■
持
ち
物　
い
つ
も
の
お
出
か
け

グ
ッ
ズ
、
水
筒
、
帽
子

に
こ
に
こ
食
育
講
座

～
大
人
の
料
理
か
ら

　
　
　
　
と
り
わ
け
離
乳
食
～

（
要
予
約・託
児
あ
り
）

■
日
時　
７
月
12
日（
金
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

■
講
師　
健
康
づ
く
り
課
栄
養
士

■
対
象　
市
内
在
住
の
４
か
月
児

以
降
お
子
さ
ん
の
保
護
者
８
名

■
参
加
費　
３
０
０
円

■
持
ち
物　
マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
筆
記
用
具
、
タ
ッ
パ

ー
、
保
冷
バ
ッ
グ
な
ど

ベ
ビ
ー
ケ
ア
教
室(

要
予
約)

■
日
時　
７
月
５
日（
金
）

　
　
　
　
13
時
～
14
時

７月20日（土）・21日（日）　10時～15時
韮崎市子育て支援センター
ニコリ３階多目的ホール

■問い合わせ　韮崎市子育て支援センター　☎２３－７６７６

課
題
図
書
等
の
貸
出
に
つ
い
て

　

夏
休
み
期
間
中
、
各
種
コ
ン
ク

ー
ル
の
課
題
図
書
は
、
貸
出
希
望

者
が
集
中
す
る
た
め
、
多
く
の
方

が
利
用
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
対
象
期
間　
６
月
29
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
～
８
月
29
日（
木
）

■
貸
出
数
・
期
間

　
１
人
い
ず
れ
か
１
冊
１
週
間
ま

で
（
予
約
可
能
・
延
長
不
可
）

【作り方】
①木綿豆腐は、水気をよくきっておく。
②乾燥ひじきは、さっと洗っておく。
③にんじん・しいたけは、細い千切りに

する。
④①の豆腐をつぶし、②・③・茹でた枝

豆・卵と★の調味料を全て混ぜ合わせ
る。

⑤12個の大きさにまるめて、170℃の
油で揚げる。

【材料（４人分）】
◆木綿豆腐・・・・ 400g
◆乾燥ひじき・大さじ1/2
◆にんじん・・・・・60g
◆しいたけ・・ 2枚（30g）
◆茹でた枝豆・・・・50g
◆卵・・・・・・・・１個

★片栗粉・・・・大さじ２
★おろししょうが・・10g
★食塩・・・・小さじ1/2
★醤油・・・・・小さじ１
◆揚げ油・・・・・・適量

【栄養量（１人分）】
　エネルギー　１５１k㎈　　　食塩相当量　１．１ｇ
■問い合わせ　健康づくり課 健康増進担当
　　　　　　　（保健福祉センター内）　          ☎２３－４３１０

■
講
師

　
助
産
師　
山や

ま
も
と本　
由ゆ

き紀
氏

■
定
員　
ハ
イ
ハ
イ
前
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者　
８
組

※
開
催
場
所
・
詳
細
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　旬の枝豆は、ビタミンB1やビタミンCなど多く含まれています。
今回は、枝豆をたっぷりと使ったがんもどきレシピです。お好み
で、大根おろしやだし汁と一緒にどうぞ。

知っ得！食育ひろば　- 食改推の簡単レシピ -

「枝豆のがんもどき」～ 毎月19日は「食育の日」～

にらちびフェスティバル 2024

にらちび
パパママリンピック

20日
にらちび

ウェルネスDAY

親子で身体を動かそう！
【要予約】

21日
にらちび

パパママリンピック
オリンピック遊びを

楽しもう！【要予約】
選手村でお買い物や

ワークショップ【予約不要】

★
費
用
の
記
載
が
な
い
イ
ベ
ン
ト

　
に
つ
い
て
は
参
加
無
料
で
す
。
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広　報
にらさき

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

inform
ation

　
お
知
ら
せ

農
地
銀
行
制
度
に
よ
る
農
地
の
貸

し
借
り
が
終
了
し
ま
す

　
農
地
法
改
正
に
よ
り
、
令
和
７

年
４
月
以
降
は
、
農
地
銀
行
制
度

を
利
用
し
た
農
地
の
貸
し
借
り
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
申
請
期
限
は
、
令

和
７
年
３
月
10
日
に
提
出
さ
れ
た

分
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
以
降
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

農
地
法
の
下
限
面
積
要
件
が
撤
廃

さ
れ
ま
し
た

　
従
来
、
農
地
法
第
３
条
の
許
可

申
請
時
必
要
で
し
た
が
法
改
正
に

よ
り
撤
廃
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他

の
要
件
は
従
来
通
り
で
す
。

農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で

す
　
手
続
き
を
せ
ず
に
転
用
す
る
と

農
地
法
違
反
に
な
り
、
工
事
の
中

止
及
び
原
状
回
復
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
転
用
を
お

考
え
の
方
は
、
農

業
委
員
ま
た
は
農

業
委
員
会
事
務
局

へ
ご
相
談
願
い
ま

す
。

　
募　
集

山
梨
県
俳
句
大
会
作
品
募
集

■
内
容　
４
句
１
組

　
（
四
季
雑
詠
で
未
発
表
に
限
る
）

■
対
象　
県
内
在
住
・
在
籍
者
等

■
申
込
み　
７
月
22
日（
月
）ま
で

市
教
育
課
・
文
化
協
会
事
務
局

で
配
布
す
る
用
紙
に
記
入
の
う

え
、
郵
送

■
参
加
費　
１
組
２
，０
０
０
円

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
県
俳
句
大
会
実
行
委
員
会事

務
局

☎
０
５
５
４

－

４
３

－

３
９
４
９

　
イ
ベ
ン
ト

穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

①
森
の
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

　
　
水
彩
画
ス
ケ
ッ
チ
講
座

　
描
き
た
い
も
の
と
、
水
彩
絵
の

具
ま
た
は
色
鉛
筆
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
な
お
今
回
は
マ
ー
メ
イ
ド

紙
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。

■
日
時　
７
月
14
日（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
参
加
費　
２
０
０
円

■
講
師　
絵
美
絵
画
教
室

保ほ
さ
か坂　
多た

え

こ

恵
子
先
生

②
ア
ウ
ト
ド
ア

　
　
（
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
）
講
座

　
キ
ャ
ン
プ
や
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ー

ン
、
防
災
に
役
立
つ
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

■
日
時　
７
月
21
日（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
参
加
費　
３
０
０
円

■
講
師　
サ
ン
カ
ク
テ
ン
ト

川か
わ
さ
き崎　
哲て

つ
や也
氏

③
木
工
講
座
・
ラ
ッ
ク
、
新
聞
受

け
を
作
り
ま
せ
ん
か

　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
手
に
入
る

杉
板
材
を
使
っ
て
行
う
講
座
で
す
。

■
日
時　
７
月
27
日（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
参
加
費　
５
０
０
円

■
講
師　
森
林
総
合
研
究
所

三さ
い
ぐ
さ枝
研
究
員

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
７
月
１
日（
月
）か
ら

　
穂
坂
自
然
公
園

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
３
７

－

４
３
６
２

ゆ
～
ぷ
る
に
ら
さ
き
イ
ベ
ン
ト　

七
夕
イ
ベ
ン
ト

　
館
内
ロ
ビ
ー
に
笹
を
設
置
し
ま

す
。
色
と
り
ど
り
の
短
冊
に
思
い

を
込
め
て
ゆ
～
ぷ
る
の
七
夕
飾
り

を
彩
り
ま
し
ょ
う
。

■
期
間　
７
月
２
日（
火
）

　
　
　
　
　
～
７
日（
日
）

夏
休
み
こ
ど
も
手
話
教
室（
無
料
）

■
日
時　
７
月
26
日
・
８
月
２
日・

９
日
・
23
日（
金
曜
日
全
４
回
）

　
19
時
30
分
～
20
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ　
会
議
室
５

■
対
象　
小
学
生

■
定
員　
15
～
20
名

■
申
込
み　
７
月
13
日（
土
）ま
で

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
手
話
サ
ー
ク
ル　
高
見
澤

☎
０
９
０
ー
９
３
４
５
ー
０
８
８
２

初
級
者
の
た
め
の

マ
ネ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

■
日
時　
７
月
21
日（
日
）

　
14
時
～
15
時（
受
付
13
時
30
分
～
）

■
場
所　
ニ
コ
リ　
会
議
室

■
定
員　
12
名

■
講
師　
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

　
ラ
ン
ナ
ー　
宮み

や
ざ
わ澤　
崇た

か
し史
氏

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
一い

ち
の
せ瀨　
道み

ち
こ子

☎
０
９
０－

９
３
４
９－

５
９
６
９

　
相　
談

　
相　
談

土
地
の
境
界
問
題
に
関
す
る
相
談

　
土
地
境
界
の
専
門
家
「
土
地
家

屋
調
査
士
」
と
法
律
の
専
門
家

「
弁
護
士
」
が
協
力
し
て
皆
様
の

ご
相
談
に
応
じ
、
公
正
・
迅
速
・

円
満
な
形
で
問
題
の
解
決
を
目
指

す
よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　
完
全
予
約
制
で
、
相
談
は
有
料

で
す
。
境
界
問
題
で
お
困
り
の
方
、

ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
境
界
問
題
相
談

セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

☎
０
５
５

－

２
２
５

－

３
７
３
７

出
前
！
里
親
相
談
会

～
子
ど
も
を
里
親
と
し
て
育
て
て

み
た
い
あ
な
た
に
～

　
制
度
の
説
明
だ
け
で
な
く
、
子

ど
も
を
育
て
た
い
と
い
う
願
い
や

里
親
へ
の
疑
問
に
つ
い
て
個
別
相

談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
日
時　
７
月
13
日（
土
）

　
13
時
～
17
時（
最
終
受
付
：
16
時
）

■
場
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー　
第
１
・
第
２
会
議
室

　
（
南
ア
ル
プ
ス
市
寺
部
７
２
５

－

１
）

■
問
い
合
わ
せ

（
福
）子
育
ち
・
発
達
の
里　

乳

児
院
ひ
ま
わ
り　
社
会
的
養
育

機
関
エ
ー
ル　
里
親
支
援
室

☎
０
５
５

－

２
７
７

－

３
０
９
３

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
加
入
資
格
は
、
60
歳
未
満（
※
）、

年
間
60
日
以
上
農
業
従
事
、
国
民

年
金
第
一
号
被
保
険
者
（
納
付
免

除
者
除
く
）
で
す
。
終
身
年
金
で

万
一
、
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
で
も
80
歳
ま
で
の
年
金
が
保

証
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
支
払
保
険
料
は
税
控
除

の
対
象
で
、
節
税
に
も
な
り
ま
す
。

※
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い

る
場
合
は
、
60
歳
以
上
で
も
加

入
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
農
業
委
員
会

（
内
線
２
２
１
・
２
２
６
）
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韮崎交番からのお便り

●国民健康保険より
６月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負
担額）は、152,145,886円（前年同月比7.64％減）
で、１人あたりの保険者負担額は、26,066円（前年
同月比3.80%減）でした。引き続き健康に気をつけ医
療費の節約にご協力ください。

●市の人口　６月１日現在 　　    　（前月比）
　 男　１４，００８人（うち外国人３４８人）   ２９人減
　 女	　１３，９１０人（うち外国人３０１人）   １６人減
　 計　２７，９１８人（うち外国人６４９人）   ４５人減
　 世帯数　１２，８９１世帯    　　　     　　９世帯減

■問い合わせ　甲斐警察署　韮崎交番　☎20－0110（内線580）

「夏の交通事故防止県民運動の実施」

〔警察官採用のお知らせ〕
令和６年度山梨県警察官採用試験（秋季試験）　

〈試験概要〉
○警察官Ａ（大学卒）　※第２回目
　採用予定人員　男性６名程度、女性２名程度
○警察官Ｂ（大学卒以外）
　採用予定人員　男性14名程度、女性６名程度
■受付期間　　　７月22日（月）～８月23日（金）
　　　　　　　　（電子申請のみ）
■第一次試験日　９月22日（日）
詳しくは、甲斐警察署　韮崎交番（TEL0551－20－
0110）まで連絡してください。

　児童・生徒等の夏休み期間は、夏の行楽
シーズンと重なり、渋滞や事故の発生が懸念
されることから、７月21日(日)から８月20
日(火)まで夏の交通事故防止県民運動が実施
されます。
　県民一人ひとりが交通安全意識の向上を図
り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの
実践を徹底し、特に飲酒運転をしない、周囲
の方も飲酒運転をさせないようにして、安全
で快適な交通環境づくりを推進しましょう。
　一人ひとりが交通ルールを守り、安全で快
適な交通環境をつくっていくために、この運
動に積極的に参加しましょう。

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

　
上
半
身
・
足
腰
の
補
強
や
心
肺

機
能
改
善
に
効
果
的
で
す
。

■
日
時　
水
曜
13
時
15
分
～
14
時

　
　
　
　
木
曜
18
時
15
分
～
19
時

■
講
師　
山や

ま
だ田　
信の

ぶ
こ子
氏

■
料
金　
５
０
０
円
／
１
回

　
　
　
　
（
別
途
入
館
料
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
ゆ
～
ぷ
る
に
ら
さ
き

☎
２
０

－

２
２
２
２

穴
山
町
た
な
ば
た
祭
り

　
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
方
の
七

夕
飾
り
を
「
た
な
ば
た
さ
ま
」
詩

碑
の
周
辺
に
飾
り
ま
す
。
短
冊
も

用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
自
由

に
飾
っ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
設
置
期
間　
７
月
４
日（
木
） 

　
　
　
　
　
　
～
７
日（
日
）

■
場
所　
穴
山
さ
く
ら
公
園

■
問
い
合
わ
せ

　
穴
山
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

　
運
営
協
議
会　
　
　
（
河
西
）

☎
０
９
０

－

５
５
６
０

－

３
８
１
２

穴
山
町
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

　
穴
山
町
の
「
花
の
谷
」
大
賀
ハ

ス
園
を
訪
れ
て
、
俳
句
を
詠
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
備
え
付
け
の
投
句

用
紙
に
記
入
し
特
設
ポ
ス
ト
に
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。
入
賞
し
た
俳

句
は
ハ
ス
池
に
展
示
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　
７
月
６
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
～
28
日（
日
）

■
発
表
・
展
示　
８
月
４
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
～
９
月
１
日（
日
）

■
問
い
合
わ
せ

　
ふ
る
さ
と
の
風
土
を
次
世
代
に

推
進
委
員
会　
　
　
（
河
西
）

☎
０
９
０

－

５
５
６
０

－

３
８
１
２

民
俗
資
料
館
イ
ベ
ン
ト

ま
が
玉
ネ
ッ
ク
レ
ス
作
り
教
室

■
日
時　
７
月
27
日（
土
）　

　
　
　
　
９
時
～
11
時
30
分

■
定
員　
小
学
生
10
名
（
３
年
生

以
下
は
要
保
護
者
同
伴
）

■
参
加
費　
５
０
０
円

■
持
ち
物　
え
ん
ぴ
つ
、
空
の
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル

粘
土
で
ど
ぐ
う
作
り
教
室

■
日
時　
８
月
10
日（
土
）　

　
　
　
　
９
時
～
11
時
30
分

■
定
員　
小
学
生
10
名
（
３
年
生

以
下
は
要
保
護
者
同
伴
）

■
参
加
費　
３
０
０
円

※
乾
燥
・
野
焼
き
し
て
お
渡
し
し

ま
す
（
８
月
下
旬
予
定
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
７
月
９
日（
火
）よ
り
電
話
に
て

受
付
（
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

　
韮
崎
市
民
俗
資
料
館

☎
０
５
５
１

－

２
２

－

１
６
９
６

★
７
月
は
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～
強
調
月
間
で
す
。

海
の
日
は
ア
イ
メ
ッ
セ
で

　
　
　
　
　
　
　
自
由
研
究
！

　
県
内
の
博
物
館
・
美
術
館
が
集

結
す
る
「
夏
休
み
自
由
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
民
俗
資
料
館
・
ふ

る
さ
と
偉
人
資
料
館
が
参
加
し
ま

す
。
各
館
の
ブ
ー
ス
を
ま
わ
っ
て

工
作
や
体
験
を
し
よ
う
！

■
日
時　
７
月
15
日（
月
・
祝
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

■
会
場　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

■
入
場
無
料　
ブ
ー
ス
に
よ
っ
て

は
材
料
費
が
か
か
る
場
合
も
あ
り

■
主
催　
山
梨
県
立
博
物
館

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
博
物
館

☎
０
５
５

－

２
６
１

－

２
６
３
１

　
韮
崎
市
民
俗
資
料
館

☎
０
５
５
１

－

２
２

－

１
６
９
６
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★メッセージ花火の募集！

■申込み・販売・問い合わせ
　商工観光課　商工観光担当

　（内線２１５）

【シャトルバスの廃止について】
昨年までシャトルバスの発着所としていた国道20号沿いの会場出入口周辺の混
雑を緩和し来場者の安全を確保するため、本年度からシャトルバスを廃止します。

ゆったり花火を観覧しませんか
「有料観覧席」を販売します！

韮崎市制施行70周年記念
『武田の里にらさき 花火大会』 ８月16日（金）開催

いす席（シングル）約1,000席　　　　　　　　3,000円
いす席（ペア）　　　約320席（160セット）　5,500円
テーブル席（4名）　約240席（60セット）　16,000円 
※価格は税込です
■販売開始日　7月5日（金）から
■販 売 方 法　「チケットぴあ」のみの取り扱いとなります。
　　　　　　　右記の二次元コードをご確認のうえ申し込
　　　　　　　みください。

記念日やプロポーズなど特別な花火の演出を希望される方
を募集します。７０周年特別プログラムと併せて、思い出
に残る花火を打ち上げてみませんか。
■金　　額　１万円から
■応募期間　７月31日（水）まで


